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中濵　堯介
議 員

　

入
居
者
の
共
助
の
基
本
理
念
に
よ
る
自
主
管
理

運
営
で
子
育
て
等
を
お
互
い
に
補
完
し
な
が
ら
、
安

心
し
て
就
労
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
と
考
え
ら

れ
る
が
、
以
下
の
2
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
開
設
に
つ
い
て

②
開
設
に
あ
た
り
、
廃
業
し
て
い
る
旅
館
等

を
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
は
、
住
居
人
の
部
屋
を

そ
れ
ぞ
れ
設
け
、
居
間
や
キ
ッ
チ
ン
、
浴
室
、

ト
イ
レ
な
ど
を
共
有
し
て
共
同
生
活
を
す
る

と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。

　

整
備
に
あ
た
っ
て
考
え
て
お
く
べ
き
点
と

し
て
、
子
育
て
世
帯
の
方
が
長
期
間
に
わ
た

る
共
同
生
活
の
中
で
果
た
し
て「
台
所
」や「
風

呂
」「
ト
イ
レ
」
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と
を
望

む
か
否
か
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、「
入
居
者
同
士
の
共
助
の
理
念
に
基

づ
く
自
主
管
理
運
営
」
は
実
現
で
き
れ
ば
非
常

に
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
が
、
個
々
の
生
活
ス
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消
火
栓
は
初
期
消
火
活
動
に
必
要
不
可
欠
な

設
備
で
あ
る
が
、
既
存
の
消
火
栓
は
大
半
が

地
下
設
置
型
で
あ
り
、
様
々
な
問
題
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
次
の
2
点
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

①
地
上
型
に
改
修
す
る
こ
と
に
つ
い
て

タ
イ
ル
や
年
齢
が
異
な
る
こ
と
等
を
考
慮
す

る
と
、
子
育
て
一
人
親
世
帯
向
け
に
限
定
し

た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
整
備
は
考
え
て
い
な
い
。

　

廃
業
し
た
旅
館
等
の
所
有
者
の
意
向
に
加
え
、

耐
震
基
準
や
消
防
設
備
等
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
過
去
に
廃
業
し
た
旅
館
を
使
っ

て
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
計
画
し
た
が
、
多
額
の
改
修

費
用
が
必
要
と
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
断
念
し
た
経

過
も
あ
る
。
課
題
も
多
く
、
慎
重
に
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
は
、
一
般
的
に
は
、
単
身

者
の
利
用
の
た
め
計
画
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

若
い
世
代
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
等
が
入
居
で
き
る

共
同
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
住
宅
対
策

の
1
つ
の
在
り
方
と
し
て
検
討
し
て
行
く
。

状
況
を
み
た
う
え
で
、
ア
ク
セ
ス
の
改
善
や
移
動

図
書
館
な
ど
検
討
し
て
行
き
た
い
。

　

公
営
塾
に
つ
い
て
は
、
放
課
後
の
移
動
時

間
を
要
せ
ず
、
最
も
合
理
的
に
行
う
た
め
に

学
校
内
に
開
設
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

家
庭
学
習
時
間
の
少
な
い
現
状
に
つ
い
て
は
、
島

根
県
は
全
国
最
下
位
が
続
い
て
お
り
、
本
町
は
県
内
で

も
芳
し
く
な
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

学
校
に
お
い
て
は
、
学
力
向
上
に
家
庭
学
習
は
必
須
で

あ
る
こ
と
か
ら
小
学
校
で
は
家
庭
学
習
強
化
週
間
を
増
や

し
た
り
、
保
護
者
へ
の
周
知
の
徹
底
、
中
学
校
で
は
宿
題

を
増
や
し
、
提
出
を
徹
底
さ
せ
る
な
ど
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
成
果
と
ま
で
は
断
言
で
き
な
い
が
、

昨
年
末
に
行
わ
れ
た
島
根
県
学
力
調
査
で
は
、
都
市
部
の

よ
う
な
塾
も
な
い
教
育
環
境
の
な
か
で
、
本
町
の
子
ど
も

た
ち
は
県
平
均
を
上
回
る
学
年
が
多
く
、
優
秀
な
成
績
を

収
め
て
お
り
、
保
護
者
の
家
庭
学
習
に
対
す
る
意
識
に
、

改
善
の
兆
し
も
見
え
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
学
力
全
体
の
一
層
の
底
上

げ
を
図
る
う
え
で
、
公
営
塾
の
開
設
が
、
家

庭
学
習
の
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
一
助
と

な
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
る
。

講
師
に
つ
い
て
は
、
小
島
議
員
の
質
問
に
答

弁
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

②
水
圧
の
改
善
に
つ
い
て

　

消
火
栓
に
つ
い
て
は
、
立
ち
上
げ
式
、
地
下
式
と

2
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
昭
和
47
年
頃
か
ら
水
道
本
管

の
改
修
事
業
に
合
わ
せ
て
消
火
栓
の
改
修
も
行
っ
た
。

　

平
成
23
年
の
区
長
会
に
お
い
て
、
地
区
住
民
の
高

齢
化
が
進
ん
で
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
使
い
勝
手
の

良
い
立
上
げ
式
の
タ
イ
プ
に
変
更
し
て
欲
し
い
旨
の

要
望
が
出
さ
れ
、
計
画
的
に
対
応
し
て
き
た
。

　

地
下
式
消
火
栓
は
砂
や
泥
が
隙
間
に
た
ま

り
、
消
火
栓
の
蓋
が
空
け
に
く
い
と
い
っ
た

話
も
以
前
か
ら
区
長
会
で
伺
っ
て
い
た
の
で
、

消
火
栓
の
点
検
や
ホ
ー
ス
等
の
点
検
は
、
地

域
の
消
防
団
の
協
力
を
得
な
が
ら
定
期
的
に

点
検
を
行
っ
て
も
ら
う
よ
う
、
各
区
に
対
し

て
お
願
い
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
在
、
町
内
の
消
火
栓
設
置
数
は
２
３
０
基
余
り
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
、
立
ち
上
げ
式
タ
イ
プ
の
消
火
栓

は
、
旧
式
タ
イ
プ
も
含
め
る
と
70
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。

残
り
１
６
０
基
全
て
を
立
ち
上
げ
式
に
す
る
と
町
単
独
費

用
で
8
千
万
円
と
い
う
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な
る
。

　

立
ち
上
げ
消
火
栓
、
地
下
式
消
火
栓
と
も

そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト･

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

財
政
的
な
面
等
も
考
慮
す
る
と
今
年
度
以
降

計
画
さ
れ
て
い
る
水
道
本
管
の
更
新
に
あ
わ

せ
、
地
区
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

内
容
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
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現
在
、
整
備
さ
れ
て
い
る
消
火
栓
や
防
火
水
槽

は
、専
用
の
管
路
に
設
け
ら
れ
た
施
設
で
は
無
く
、

あ
く
ま
で
も
各
家
庭
に
飲
料
用
の
水
を
送
る
目
的

の
水
道
施
設
に
付
属
的
に
設
け
た
施
設
で
あ
る
。

　

消
火
を
目
的
と
し
た
強
い
水
圧
に
し
た
場
合
、

各
家
庭
の
宅
内
配
管
及
び
機
器
類
に
強
い
圧
力
が

か
か
り
、
宅
内
配
管
に
つ
い
て
は
、
接
合
部
分
か

ら
管
が
抜
け
落
ち
る
恐
れ
が
あ
り
、
漏
水
の
原
因

と
も
な
る
。
又
、
温
水
器
な
ど
の
機
器
類
に
つ
い

て
も
同
様
に
故
障
の
原
因
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

水
道
施
設
に
影
響
を
出
さ
な
い
よ
う
に
、
消
火
栓

専
用
の
管
路
を
別
に
整
備
す
る
こ
と
は
、莫
大
な
整
備
・

管
理
費
用
が
必
要
と
な
る
の
で
、
現
実
的
で
は
な
い
。

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
は
、
あ
く
ま
で
も
消
防
が
到
着

し
本
格
的
な
放
水
が
始
ま
る
ま
で
の
初
期
消
火
を
目
的

と
し
た
設
備
で
あ
り
、
現
状
の
水
圧
に
つ
い
て
、
こ
れ

以
上
の
改
善
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

《
町
議
会
3
月
定
例
会
の
概
要
》

３
月
10
日
（
金
）

・
本
会
議

　

議
長
諸
般
の
報
告

　

議
案
上
程
（
議
案
38
件
（
人
事
案
件
３
件
、
補

正
予
算
案
７
件
、
条
例
等
21
件
、
当
初
予
算
案
７

件
）　

※
人
事
案
件
、
補
正
予
算
案
の
10
件
は
本
会
議
で

審
議
さ
れ
、
全
て
可
決
さ
れ
た

３
月
11
日
（
土
）　

中
学
校
卒
業
式
の
た
め
休
会

３
月
12
日
（
日
）　

・
本
会
議

　

町
長
施
政
方
針
並
び
に
提
案
理
由
説
明

　

一
般
質
問
（
６
名
）

　
３
月
13
日
（
月
）、
14
日
（
火
）

・
委
員
会
審
査
（
※
の
と
お
り
）　

  

付
託
事
件
：
条
例
等
と
当
初
予
算
案
の
28
件

３
月
15
日
（
水
）

・
委
員
会
審
査
（
※
の
と
お
り
）　　

  

付
託
事
件
：
条
例
等
と
当
初
予
算
案
の
28
件

・
本
会
議

  

両
常
任
委
員
会
報
告
（
委
員
会
審
査
結
果
に
つ

い
て
）

  

質
疑
・
討
論
・
表
決
（
議
案
は
全
て
、
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
た
）

  

閉
会
中
の
継
続
調
査
の
申
出
（
各
委
員
会
の
閉

会
中
の
継
続
調
査
可
能
と
な
っ
た
。）

※
〈
委
員
会
審
査
日
程
及
び
概
要
〉

　

委
員
会
審
査
と
は
、
原
則
各
所
管
に
属
す
る
事

務
に
つ
い
て
、
本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
・

請
願
な
ど
を
詳
細
に
審
査
・
調
査
す
る
も
の
。

総
務
福
祉
常
任
委
員
会

【
所
管
】
一
般
行
政
、
教
育
、
消
防
、
厚
生
福
祉
、
保
健

及
び
そ
の
他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属
し
な
い
事
項

３
月
13
日
（
月
）

　

午
前　

総
務
課
・
環
境
整
備
課

　

午
後　

財
政
課
・
健
康
福
祉
課

３
月
14
日
（
火
）　

　

午
前　

町
民
課
・
地
域
振
興
課

　

午
後　

教
育
課
・
み
た
保
育
園

３
月
15
日
（
水
）　

　

午
前　

町
長
及
び
副
町
長

　

午
後　

ま
と
め

産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
所
管
】　

農
林
水
産
、
商
工
観
光
、
道
路
橋
梁
、

河
川
、
漁
港
、
港
湾
、
そ
の
他
土
木
一
般
（
農
林

土
木
を
含
む
。）
公
営
住
宅
及
び
上
下
水
道
に
関

す
る
事
項

３
月
13
日
（
月
）　

　

午
前　

財
政
課
・
総
務
課

　

午
後　

環
境
整
備
課

３
月
14
日
（
火
）　

　

午
前　

地
域
振
興
課

　

午
後　

町
民
課
・
教
育
課

３
月
15
日
（
水
）　

　

午
前　

町
長
及
び
副
町
長
・
健
康
福
祉
課

　

午
後　

ま
と
め

議
会
活
動
日
誌

・
隠
岐
島
前
高
校
卒
業
式
（
海
士
町
）

・
町
議
会
臨
時
会

・
町
議
会
全
員
協
議
会

・
町
議
会
運
営
委
員
会

・
町
議
会
3
月
定
例
会
（
6
日
間
）

・
中
学
校
卒
業
式

・
例
月
出
納
検
査

・
小
学
校
卒
業
式

・
自
動
車
整
備
工
場
建
設
地
鎮
祭

・
平
成
28
年
度
隠
岐
ユ
ネ
ス
コ

　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
総
会

　
（
隠
岐
の
島
町
）

・
シ
オ
ン
保
育
園
卒
園
式

・
島
前
町
村
組
合
議
会
定
例
会

・
隠
岐
島
前
高
校
魅
力
化
の
会

・
広
報
調
査
特
別
委
員
会

・
交
通
安
全
対
策
会
議

・
水
産
ま
つ
り

・
隠
岐
島
前
高
校
入
学
式
（
海
士
町
）

・
小
学
校
入
学
式

・
中
学
校
入
学
式

・
例
月
出
納
検
査

・
町
議
会
全
員
協
議
会

・
観
光
安
全
祈
願
祭

３月４月
西
ノ
島
町
議
会　

広
報
調
査
特
別
委
員
会


